
 
 

人
吉
高
校
同
窓
会 

熊
本
支
部
会
報 

  

二
十
一
年
総
会
を
開
催 

第
２
部
蓑
茂
寿
太
郎
氏
が
講
演 

人
吉
高
校
同
窓
会
熊
本
支
部
の
平
成
２

１
年
総
会
は
９
月
１
２
日
午
後
５
時
３
０

分
か
ら
熊
本
市
の
鶴
屋
百
貨
店
７
階
宴
会

場
で
開
か
れ
た
。
約
１
０
０
人
が
出
席
し
た
。

来
賓
と
し
て
人
吉
高
校
校
長 

久
多
見
久

喜
氏
、
教
頭 

池
本
一
正
氏
、
同
窓
会
長
川

野
惟
精
氏
、
副
会
長
高
山
征
治
氏
が
出
席
し

た
。
総
会
で
は
兼
城
会
長
が
議
長
と
な
り
議

事
を
進
め
た
。
２
０
年
度
活
動
報
告
、
同
会

計
報
告
、
監
査
報
告
、
２
１
年
度
活
動
計
画

報
告
が
各
担
当
役
員
か
ら
な
さ
れ
、
全
員
一

致
で
了
承
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
第
２
部
の
講
演
会
に
う
つ

り
、
熊
本
県
立
大
学
理
事
長 

蓑
茂
寿
太
郎

氏(

人
高
１
９
回
卒)

が｢

美
活
同
源
と
地
域

力
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
講
演
内
容
は
３

面
に
収
録
。 

第
３
部
で
は
来

賓
に
よ
る
祝
辞
の

後
、
懇
親
会
に
う

つ
っ
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て

九
州
ハ
ワ
イ
ア
ン

協
会
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
が
熱
演

し
懇
親
会
を
盛
り

上
げ
た
。
最
後
に

市
町
村
団
体
企
業

個
人
か
ら
提
供
さ

れ
た
福
引
景
品
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
賑
わ

っ
た
。 

提
供
さ
れ
た
市
町
村
団
体
企
業
個
人
（
順

不
同
）
は
次
の
と
お
り
。 

久
保
田
保
義
氏
：
青
白
磁
・
花
鉢 

前
田

一
洋
氏
：
著
書 

兼
城
昌
山
氏
：
色
紙
・
書 

坂
本
福
治
氏
：
色
紙
・
水
墨
画 

森
氏
：
博

多
座
入
場
券 

大
黒
屋
：
記
念
品 

恒
松
酒

造
、
大
和
一
酒
造
、
那
須
酒
造
、
房
の
露
酒

造
、
繊
月
酒
造
、
林
酒
造
、
高
橋
酒
造
、
球

磨
焼
酎(

株)

：
各
社
ブ
ラ
ン
ド
焼
酎 

人
吉

市
：
Ｓ
Ｌ
関
連
グ
ッ
ズ
他 

錦
町
：
錦
梨 

多
良
木
町
：
温
泉
券 

湯
前
町
：
漬
物 

水

上
村
：
そ
ば 

 

相
良
村
：
お
茶 

五
木

村
：
お
茶
と
焼
酎 

 

山
江
村
：
焼
酎 

球

磨
村
：
漬
物
他 

あ
さ
ぎ
り
町
：
温
泉
券
。  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

福
多
事
務
局
長
辞
任 

新
事
務
局
長
に
淵
田
氏 

こ
れ
ま
で
事
務
局
長
を
務
め
た
福
多
修
三
氏
が

辞
意
を
表
明
し
て
い
た
が
、
６
月
２
日
の
役
員
会
で

正
式
に
福
田
氏
の
辞
任
を
了
承
し
、
新
事
務
局
長
に

淵
田
俊
郎
氏
が
就
任
し
た
。 

 

福
多
氏
は
昨
年
の
末
家
庭
の
都
合
で
辞
意
を
常

任
理
事
会
に
申
し
出
て
い
た
。
常
任
理
事
会
で
は
そ

の
意
思
を
尊
重
し
て
辞
任
を
了
承
、
後
任
の
人
選
を

行
い
、
規
定
に
よ
り
会
長
が
淵
田
俊
郎
氏
を
指
名
し

た
。 

 

淵
田
氏
は
１
５
回
卒
、
住
所
は
幸
笛
田
３
‐
１
‐

３
２
、
（
株
）
ツ
カ
サ
創
研
社
長
を
務
め
る
。 

   

 

       
 
 
 
 
 

                              

前
会
長
河
津
龍
介
氏
逝
去 

前
人
吉
高
校
同
窓
会
熊
本
支
部
会
長
の
河
津
龍

介
氏
が
平
成
２
１
年
１
１
月
１
１
日
急
性
心
不
全

の
た
め
熊
本
市
の
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
８

１
才
。
人
高
同
窓
会
熊
本
支
部
の
２
代
目
会
長
と

し
て
、
会
の
基
礎
作
り
に
貢
献
さ
れ
た
。 

近
親
者
に
よ
る
葬
儀
に
続
き
１
１
月
２
６
日
熊

本
市
の
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
お
い
て
お
別

れ
の
会
が
開
か
れ
た
。
人
高
同
窓
会
熊
本
支
部
か

ら
も
兼
城
会
長
は
じ
め
多
数
の
同
窓
生
が
参
列
し

冥
福
を
祈
っ
た
。 

旧
制
人
吉
中
学
１
７
回
卒
。
旧
姓
川
野
、
元
小

国
町
長
の
河
津
寅
雄
氏
の
長
女
と
結
婚
、
河
津
姓

と
な
っ
た
。
熊
本
大
大
学
院
医
学
研
究
科
終
了
。

熊
本
市
民
病
院
産
婦
人
科
な
ど
を
経
て
同
病
院
長

と
な
る
。
退
職
後
、
１
９
８
３
年
４
月
か
ら
２
０

０
５
年
ま
で
テ
レ
ビ
熊
本
社
長
・
会
長
を
務
め
る
。

勲
３
等
旭
日
中
綬
章
受
章 
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人
高
４
回
卒
作
品
展
開
催 

熊
本
支
部
４
回
卒
の
皆
さ
ん
で
は
、
同
級
会
を
盛

り
上
げ
る
た
め
１
１
月
１
１
日
１
１
時
か
ら
鶴
屋

百
貨
店
８
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
人
高
４
回

卒
作
品
展
を
開
催
し
た
。
熊
本
在
住
者
を
中
心
に
、

関
東
、
長
崎
、
人
吉
か
ら
も
４
人
が
参
加
、
総
勢
１

３
人
が
絵
画
、
俳
画
、
写
真
、
手
芸
、
俳
句
な
ど
４

０
点
を
展
示
し
た
。
今
年
で
５
回
目
と
な
る
。
年
を

重
ね
る
度
に
、

会
場
も
華
や
ぎ
、

訪
れ
る
方
も
多

く
な
っ
て
い
る
。 

当
日
は
作
品

展
会
場
に
同
級

生
２
８
名
が
集

ま
り
、
作
品
を

鑑
賞
。
そ
の
後

下
通
り
、
青
柳

に
会
場
を
移
し

て
懇
親
会
を
開

催
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
健
康
を

祝
福
し
、
歓
談
し
た
。
ま
た
、
来
年
度
の
開
催
の
た

め
幹
事
を
選
出
し
た
。
代
表
に
坂
口
俊
尚
氏
ほ
か
上

月
裕
美
子
、
牛
島
寿
三
郎
、
中
村
満
子
、
水
野
守
の

各
氏
を
選
ん
だ
。 

 

第
２
回
人
吉
高
校
同
窓
会
展 

画
廊
喫
茶
三
点
鍾
に
よ
る
人
吉
高
校
同
窓
会
展

が
今
年
も
パ
ー
ト
１
（
７
月
１
日
～
１
０
日
）
、
パ

ー
ト
２
（
７
月
２
１
日
～
３
１
日
）
に
分
け
て
開
催

さ
れ
た
。
２
０
日

に
は
出
品
者
や
同

窓
生
が
集
ま
り
会

費
制
の
懇
親
会
が

開
か
れ
賑
わ
っ
た
。 

パ
ー
ト
１
出
展
者 

厚
地
宣
行(

故)
 

五
木
綾
子 

犬
童

又
郎 

犬
童
巳
来

男 

大
柿
了
一 

岡
田
鶴
水 

兼
城

昌
山 

久
保
田
保
義 

上
妻
剛
三 

坂
本
福
冶 

高
場
英
二 

恒
松
正
敏 

中
野
治
子 

原
田
潤
子 

深
町
勉 

福
岡
祥
浩 

パ
ー
ト
２
出
展
者 

天
辰
浩
久 

岩
崎
五
郎 

岩

田
恒
介 

植
田
景
子 

浦
川
也
子 

小
山
淡
花
子 

菊
池
理 

坂
田
征
機 

曽
我
恵
美 

谷
川
公
孝 

柘
植
周
子 

廣
田
實 

前
田
重
行 

三
牧
樺
ず
子 

村
山
テ
ル
子 

人
高
愛
球
会
成
績
表 

２
１
年
度
の
人
高
愛
球
会
の
定
例
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

が
３
回
ほ
ど
開
か
れ
た
。
会
を
重
ね
る
度
に
参
加
者

が
増
え
盛
会
と
な
っ
て
い
る
。
事
務
局
で
は
更
に
会

員
拡
大
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

第
３
回
大
会 

１
２
名
参
加
（
平
成
２
１
年 

８
月
２
４
日 

阿
蘇
東
急
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
） 

 
 
 

優
勝 

宗
像
文
夫 

 
 
 

２
位 

古
荘
哲
龍 

 
 
 

３
位 

岩
井
宏
一
郎 

 
 

第
４
回
大
会 

１
７
名
参
加
（
平
成
２
１
年 

１
１
月
２
５
日 

熊
本
益
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
） 

 
 
 

優
勝 

平
川
道
雄 

 
 
 

２
位 

土
山
操 

 
 
 

３
位 

宗
像
文
夫 

 

 
 

第
５
回
大
会 

２
２
名
参
加
（
平
成
２
２
年 

４
月
１
５
日 

熊
本
益
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
） 

 
 
 

優
勝 

竹
内
克
弘 

 
 
 

２
位 

本
郷
亮
一 

３
位 

森
和
子 

役
員
会
便
り 

 

２
１
年
度
の
役
員
会
は
３
回
開
か
れ
て
い
る
た
。

特
に
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
役
員
会
の
充
実
、
若
い
会

員
の
参
加
問
題
、
財
務
体
制
の
強
化
等
で
あ
る
。
役

員
の
数
を
増
や
し
て
全
卒
業
年
、
企
業
、
団
体
の
職

場
代
表
の
役
員
を
選
出
す
る
。
会
報
に
広
告
を
入
れ

て
、
収
入
に
つ
な
げ
る
等
が
話
し
合
わ
れ
た
。 

編
集
後
記 

 

や
っ
と
２
号
目
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

情
報
集
め
が
大
変
で
す
。
天
辰
さ
ん
か
ら
４
回
卒
の

作
品
展
の
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
し
ま
す
。

今
回
か
ら
広
告
が
は
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
紙
面

の
充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
生
の
活
動

に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

                                          
 
 
 
 
                         広告 
 
 
 
 

平成 22 年８月 31 日 
21 年度会計報告 

収入の部     
項目 金額 備考 
年会費 
総会参加費 
雑収入 
 

95,000 
527,000 

65,191 
 

95 名×1,000 
男 71 女 24 
祝金他 
 

小計 687,191  
前年度繰越金 
合計 

248,930 
936,121 

 

 
支出の部 
項目 金額 備考 
通信費 
会議費 
懇親会費 
広告費 
事務費 
その他     

27,062 
39,000 

503,984 
14,350 

8,928 
30,693 

切手 はがき 
会場費お茶代 
鶴屋 
熊日 
事務用品 
交際費,    

合計 624,017  
 
残金 
次年度へ繰越 

312,104 
312,104 

 
 

事
務
局
長
を
辞
任
し
て 

 

福
多
修
三 

人
中
、
高
女
、
人
高
、
通
し
て
の
同
窓
会
活
動
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
縦
の
関
係
の
人
と
の
関
係
が
深

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

高
女
時
代
の
小
松
さ
ん
、
人
中
の
平
井
さ
ん
、
河

津
さ
ん
、
こ
の
同
窓
会
を
起
こ
し
た
日
高
さ
ん
、
等
々

あ
げ
れ
ば
き
り
が
無
い
ほ
ど
で
あ
る
。
う
う
ば
ん
ぎ

ゃ
ー
な
僕
が
務
め
ら
れ
た
の
も
、
全
て
、
こ
ん
な
先

輩
後
輩
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。 

あ
ら
た
め
て
お
礼
を
も
う
し
あ
げ
た
い
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

淵
田
俊
郎 

こ
の
た
び
事
務
局
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
今

日
ま
で
、
先
輩
の
皆
様
が
永
年
に
わ
た
り
伝
統
あ
る

人
吉
高
校
同
窓
会
熊
本
支
部
の
同
窓
会
組
織
を
築
い

て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
力
不
足
で

不
行
き
届
き
な
点
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
精
一

杯
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す 

 

熊
本
に
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
多
く
の
同
窓
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
活
性
化

に
向
け
て
楽
し
い
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
作
り
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
御
鞭

達
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 



 

䣓
美
活
同
源
と
地
域
力
」
講
演
会
収
録 

蓑
茂
寿
太
郎
氏 

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
蓑
茂
で
す
。
兼
城
会
長

は
じ
め
準
備
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
話
題
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
で
お
許

し
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
３
年
半
ほ
ど
前
、
そ

れ
ぞ
れ
の
大
学
が
、
親
方
日
の
丸
の
経
営
か
ら
、
み

ず
か
ら
責
任
を
持
っ
て
経
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、
私
は
法
人

化
さ
れ
た
こ
の
熊
本
県
立
大
学
の
理
事
長
と
し
て
着

任
い
た
し
ま
し
た
。
３
７
年
ぶ
り
に
熊
本
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
熊
本
県
民
、
熊
本
市
民
と
な
り
、
ま
た

こ
の
同
窓
会
の
会
員
に
も
な
っ
た
し
だ
い
で
す
。
今

日
は
、
䣓
挨
拶
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
兼
城
会
長
の
ご

好
意
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
大
変
僭
越
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
日
の
話
は
䣓
美
活
同
源
と
地
域
力
」
と
い
う
テ

ー
マ
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
吉
高
校
を
卒

業
し
て
、
当
時
の
担
任
は
会
場
の
真
ん
中
に
座
っ
て

お
ら
れ
る
天
辰
先
生
で
し
た
。
建
築
に
進
む
予
定
で

東
京
の
大
学
を
受
験
い
た
し
ま
し
た
。
甘
く
見
て
い

ま
し
た
の
で
見
事
失
敗
し
て
、
一
年
浪
人
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
建
築
は
相
当
頑
張
っ
て
も
厳
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
そ
れ
に
近
い
分
野
で
、

誰
も
や
ら
な
い
こ
と
を
と
考
え
て
、
東
京
農
大
に
進

み
ま
し
た
。
造
園
を
え
ら
び
ま
し
た
。
高
校
で
は
あ

ま
り
勉
強
し
な
か
っ
た
の
で
、
頭
に
も
、
心
に
も
余

裕
が
あ
り
ま
し
た
。
造
園
は
と
て
も
お
も
し
ろ
く
、

大
学
で
は
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
外

国
に
行
く
機
会
が
多
く
有
り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
の
殆
ど
の
国
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
中
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

日
本
で
造
園
と
言
い
ま
す
と
、
庭
師
か
植
木
屋
と

な
り
ま
す
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
海
外
で
学

ぶ
し
か
な
か
っ
た
訳
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
と
い
う
公
園
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ど
真

ん
中
に
あ
り
ま
す
。
あ
の
公
園
を
設
計
し
た
人
を
造

園
家
と
言
っ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
国
土
の
ガ

ー
デ
ナ
ー
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
が
美
し

い
の
は
ガ
ー
デ
ナ
ー
が
い
る
か
ら
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
日
本
で
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

熊
本
に
来
ま
し
て
、
不
思
議
な
と
こ
ろ
と
思
う
の
で

す
が
、
高
校
は
ど
こ
で
す
か
と
よ
く
聞
か
れ
る
。
今

度
の
県
立
大
学
の
理
事
長
は
、
熊
高
、
済
々
で
は
な

く
人
吉
ら
し
い
、
大
学
は
東
京
農
大
の
造
園
ら
し
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、

東
京
農
大
の
初
代
学
長
は
横
井
時
敬
と
言
い
熊
本
洋

学
校
の
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
第
一
回
目
の
教
え
子
で
し
た

の
で
熊
本
と
大
変
縁
が
深
く
、
熊
本
の
人
も
多
く
、

熊
本
の
大
学
で
学
ん
で
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り

ま
し
た
。
先
生
た
ち
も
、
熊
本
出
身
者
と
い
う
こ
と

で
、
一
目
置
い
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

帰
っ
て
き
ま
し
て
、
造
園
と
な
り
ま
す
と
、
こ
こ

で
は
、
植
木
屋
か
庭
師
で
す
か
ら
、
庭
師
で
す
と
応

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
に
と
っ
て
は
、
阿
蘇

の
カ
ル
デ
ラ
も
全
部
庭
で
す
、
九
州
も
庭
で
す
、
日

本
の
国
土
も
庭
で
す
と
言
っ
て
い
ま
す
。
植
木
屋
も

そ
う
で
す
。
軽
四
輪
に
脚
立
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。
今
、
白
川
の
拡
幅
の
た
め
大
き
な
木
を
切
る
状

況
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
木
を
切
ら
な
い
で
立
っ
た

ま
ま
レ
ー
ル
を
作
っ
て
移
動
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
す
る
の
が
造
園
な
の
で
す
。
し
か
し
、
面
倒

な
の
で
、
特
に
地
方
で
は
、
何
か
造
園
を
上
手
く
示

す
言
葉
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

も
し
私
が
熊
本
に
来
な
か
っ
た
ら
考
え
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
が
䣓
美
活
同
源
」
と
い
う
言

葉
で
す
。 

 

皆
さ
ん
は
、
医
食
同
源
あ
る
い
は
薬
食
同
源
と
い

う
言
葉
を
聴
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
食

事
を
き
ち
ん
と
取
ら
な
い
と
病
気
に
な
る
よ
、
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
こ
の
言
葉
は
広
辞
苑
の
第
４
版
に

始
め
て
登
場
し
て
い
ま
す
。1991

年
ま
で
は
登
場
し

て
い
ま
せ
ん
。
私
は
冗
談
で
、
美
活
同
源
を
い
い
言

葉
だ
ね
と
い
っ
て
皆
さ
ん
が
使
っ
て
く
れ
た
ら
、
第

９
版
か
１
０
版
ぐ
ら
い
で
載
る
の
で
は
と
言
っ
て
い

ま
す
。
同
期
の
松
尾
君
が
こ
の
美
活
同
源
を
よ
く
使

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
引
き
ま

す
と
、
僕
よ
り
彼
の
名
前
が
先
に
出
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
る
山
江
村
の
村
長

さ
ん
も
よ
く
使
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
３

人
で
す
が
同
窓
の
よ
し
み
で
是
非
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

美
活
同
源
と
い
う
こ
と
は
、
美
し
い
地
域
は
栄
え

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
汚
い
と
こ
ろ
が
栄
え
る
と
い

う
こ
と
は
無
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
４
０
年
前
に
は

休
耕
田
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
杉
、
桧
林
の
木
も

き
れ
い
に
枝
打
ち
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
農
家
の
庭
も

綺
麗
で
し
た
。
し
か
し
今
人
吉
球
磨
を
歩
い
て
い
ま

す
と
休
耕
田
は
あ
る
し
、
荒
れ
た
山
が
沢
山
あ
る
し
、

集
落
に
は
空
き
家
が
あ
る
し
、
草
ぼ
う
ぼ
う
の
農
家

の
庭
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
農
村
に
元
気
が
無
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
美
し
さ
が
有
る
と
い
う
事
と
元
気

が
あ
る
、
活
力
が
あ
る
と
い
う
事
は
同
じ
で
あ
る
と

い
う
結
論
に
な
っ
た
訳
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
こ
と

で
私
は
美
活
同
源
の
手
伝
い
を
す
る
仕
事
を
し
な
が

ら
、
そ
の
一
環
と
し
て
大
学
の
経
営
を
担
当
し
て
お

り
ま
す
。 

 

日
本
は
世
界
に
稀
に
見
る
異
常
な
国
で
す
。
人
口

１
億
２
千
万
人
の
８
割
の
人
が
都
市
に
住
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
の
都
市
の
面
積
は
全
国
土
の
２
割
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
残
り
８
割
の
国
土
を
２
割
の
人
達
が
管
理

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
都
市
の
過
密
問
題
と
、

農
村
の
過
疎
問
題
が
同
時
に
あ
る
と
い
う
異
常
な
国

に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
に
例
が
無
い
国
な
の
で
す
。

食
糧
自
給
率
の
問
題
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

こ
の
美
活
同
源
と
い
う
思
想
、
考
え
方
を
あ
ら
ゆ
る

職
業
の
方
が
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
未
来
に
明
る

い
兆
し
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。
い
ま
、

日
本
は
少
子
高
齢
化
の
時
代
で
す
。
２
割
の
人
で
８

割
の
国
土
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
何
ら
か
の
政
策
、
ア
イ
デ
ア
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

要
す
る
に
、
定
住
人
口
が
少
な
い
訳
で
す
。
定
住

人
口
だ
け
で
活
性
化
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
交
流

人
口
、
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
人
た
ち
で
活
力
を
出

そ
う
と
い
う
の
が
次
の
手
で
す
。
こ
れ
で
成
功
し
て

い
る
国
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
街
道
、
カ
ナ
ダ
の
メ
ー
プ
ル
街
道
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
湖
水
地
方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
チ
ロ
ル
地
方
、

こ
れ
ら
の
地
域
は
交
流
人
口
に
よ
っ
て
活
力
を
生
み

出
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
観
光
で
す
。

た
だ
、
観
光
と
い
っ
て
１
泊
し
て
、
何
か
旨
い
物
を

食
べ
て
、
次
の
日
は
、
ま
た
別
の
と
こ
ろ
へ
走
る
と

い
う
こ
と
と
は
違
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
交
流

の
さ
せ
方
が
必
要
で
す
。
交
流
の
た
め
に
は
、
美
味

し
い
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
何
か
光
る
も
の

が
必
要
な
わ
け
で
す
。
と
い
う
訳
で
、
美
活
同
源
を

や
っ
て
み
た
ら
と
思
う
の
で
す
。 

会
長
の
挨
拶
に
も
有
り
ま
し
た
が
、
青
井
さ
ん
が

国
宝
に
な
り
ま
し
た
。
青
井
さ
ん
は
ひ
と
つ
も
変
わ

っ
て
な
い
が
、
人
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
友

人
と
話
し
ま
し
た
。
お
金
が
無
く
て
よ
か
っ
た
ね
と
。

な
ま
じ
お
金
を
使
っ
て
あ
ち
こ
ち
修
理
し
た
ら
こ
う

は
な
ら
な
か
っ
た
。
国
宝
に
な
っ
た
こ
と
で
青
井
さ

ん
が
相
対
的
に
光
る
よ
う
に
な
っ
た
訳
で
す
。 

再
発
見
で
す
。
Ｓ
Ｌ
が
走
っ
て
肥
薩
線
が
光
っ
て
見

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
田
ん
ぼ
は
休
耕
田
、

周
辺
の
山
々
は
荒
れ
放
題
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

周
辺
の
地
域
が
同
時
に
光
る
よ
う
に
持
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
タ
ウ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
、
あ
る
い
は
、
文
化
施
設
を

使
っ
た
交
流
な
ど
人
吉
球
磨
で
も
色
々
な
タ
マ
が
立

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
楽
器
の
音
は
聞

こ
え
ま
す
が
、
全
体
と
な
っ
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

音
に
は
な
っ
て
い
る
の
か
疑
問
で
す
。
多
様
性
が
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

会
長
の
挨
拶
の
中
で
こ
の
同
窓
会
が
お
酒
を
飲
む

だ
け
で
は
な
く
、
絵
の
会
を
や
る
と
か
、
色
々
な
文

化
関
係
の
活
動
を
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た

が
、
私
は
そ
れ
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
好
き
な
事

は
人
に
よ
っ
て
違
う
わ
け
で
す
か
ら
、
沢
山
の
活
動

が
あ
っ
て
い
い
と
お
も
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
沢
山

あ
っ
た
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
い

ろ
ん
な
人
が
そ
の
社
会
に
関
心
を
持
つ
こ
と
に
な
る

と
思
う
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
、
日
本
の
社
会
、
熊

本
、
球
磨
人
吉
に
も
言
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

大
学
の
理
事
長
を
拝
命
し
て
、
大
学
は
䣓
地
域
に

生
き
、
世
界
に
伸
び
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
必

要
で
あ
る
と
提
案
し
て
、
皆
さ
ん
の
賛
同
を
え
ま
し

た
。
熊
本
と
い
う
地
域
に
き
ち
ん
と
軸
足
を
置
い
て
、

井
の
中
の
蛙
に
な
る
こ
と
な
く
飛
び
出
せ
熊
本
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
自
分
の
足
元
を
き
れ

い
に
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

美
活
同
源
と
い
う
言
葉
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
あ
さ
ぎ
り
町
に
少
し
だ
け
土
地
が
あ

り
ま
す
が
、
汚
く
し
て
お
く
訳
に
は
い
か
な
い
も
の

で
す
か
ら
、
草
刈
が
大
変
で
す
。
通
い
で
は
と
て
も

維
持
で
き
な
い
。
そ
こ
に
定
住
し
な
い
と
十
分
な
こ

と
が
や
れ
な
い
。
と
つ
く
づ
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
、
天
草
の
大
江
の
教
会
、
崎
津
の
教
会
、
そ

の
周
辺
と
、
長
崎
の
教
会
群
と
一
体
と
な
っ
て
、
こ

の
地
域
を
世
界
遺
産
に
す
る
た
め
に
文
化
的
景
観
の

調
査
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
鉄
川
与
助

と
い
う
教
会
建
築
の
パ
イ
オ
ニ
ア
が
建
造
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
教
会
を
日
本
に
導
入
さ
れ
た
教
会
建

築
の
価
値
と
い
う
点
で
、
世
界
遺
産
に
登
録
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
的
な
目
で
見
ま
す
と
、
ど
れ
も
天
草
も

長
崎
も
バ
ラ
ッ
ク
だ
と
言
う
訳
で
す
。
但
し
、
日
本

に
定
着
し
た
文
化
的
景
観
と
し
て
の
、
価
値
は
非
常

に
高
い
で
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

 

そ
う
い
っ
た
目
で
地
域
を
見
て
い
き
ま
す
と
、
青

井
神
社
と
肥
薩
線
と
人
吉
城
の
み
で
は
な
く
、
全
て

の
物
が
光
っ
て
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
再
発
見
が
わ
れ
わ
れ
の
使
命
だ
と
思
い

ま
す
。 

人
吉
高
校
は
多
様
な
人
材
を
輩
出
し
て
い

る
、
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
高
校
で
す
。
そ
の
同
窓
生
が

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
を
元
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

演
奏
す
れ
ば
、
こ
の
同
窓
会
も
ま
た
立
派
な
も
の
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ご
清
聴
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 


